複数のタイピング習得ソフトを利用した情報教育実践 by 山﨑 幸路
複数のタイピング習得ソフトを利用した情報教育実践
山 﨑 幸 路＊
The Practice of Teaching Computer Literacy




























































































































1) Type Trainerについては下記のURLを参照 [2017年3月7日取得] 
http://www.vector.co.jp/soft/win95/edu/se053003.html
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藤 井 壽 夫
A Follow-up Study on the Relation between Net Addiction Tendency and some related Factors
,Egogram in HAKODATE Junior College Students
Hisao FUJII
概 要
現在、スマホを中心としたインターネット（以下：ネットと略す※論文名等は原文のまま）
に関する問題は大学生における学修、学生生活全般に大きな影響を与えている。筆者は昨年度、
本学入学生を対象に、ネット依存に関する質問紙調査を実施した結果、ネット依存得点とネッ
ト使用時間、ネット被害経験、ネット依存自覚度との関連が認められ、ネット依存傾向の自覚
はあるが、依存から抜け出せない実態等が示唆された。また性格特性との関連を探った結果、
適応本能との関連が明確に示された（藤井2017）。この結果を踏まえて、昨年度前期に全学生
を対象にネット依存等に関する研修会を実施し、学生への注意喚起を図ったところである。そ
こで、2年生になった時点での実態、1年後の変化をみるため、昨年度と同一の質問紙による追
跡調査を全学生対象に行った。その結果、ネット依存傾向、ネット使用時間、ネット依存自覚
度、ネット知識自己評価等において、依然として昨年度と同様の傾向が示された。また深刻な
ネット依存が懸念される学生数の微増、自己否定的エゴグラム特性とネット依存傾向との明確
な関連が示された一方、ネット依存を自覚しつつ、ネットを積極的に活用し精力的に生活して
いる現代青年像の出現が窺われた。
問 題
現在、ネットに関する問題は大きな社会問
題として、マスコミにも度々取り上げられて
いる。警察庁は2006年、「バーチャル社会の
もたらす弊害から子どもを守る研究会」を設
置し、2006年4月より12月まで、合計9回にわ
たり審議会を開催している。9月には「携帯
電話がもたらす弊害から子どもを守るため
に」（警察庁2006a）を中間報告として、12
月には「バーチャル社会のもたらす弊害から
子どもを守るために」（警察庁2006b）を最
終報告書として公表した。その中で、子ども
（※子どもとは18歳未満の青少年をさす）に
もたらす弊害として、子どもが携帯電話を通
してネットに接続することにより、子どもが
違法・有害情報にさらされること、及び子ど
もが犯罪の加害者、被害者になる危険性を指
摘している。また家庭用ゲーム機による害に
もふれ、暴力シーン等により子どもの反社会
的な行動や人格の形成が助長されること、バ
ーチャル空間にのめり込み、子どもの健全育
成に必要な実体験等の機会が損なわれること
等を懸念している。さらに子どもが性行為等
の対象となることも指摘されている。11年が
経過した今、これらはすべて悪化の一途をた
どり、青少年の健全育成にとり、緊要な問題
となっている。加えて現在、新たに「ネット
依存」の問題が重要視されている。第2回本
研究会において、魚住（2006）は「メール利
用と子どもたちの現状」について報告してい
るが、一日50通以上メールする子どもの心理
状態、依存傾向にすでに触れており、メール
に多くの時間を費やす子どもの依存的で不安
定な人間関係を指摘している。ところで2006
年は、60年ぶりに教育基本法、学校教育法、
学校教育法施行規則等が改定された年でもあ
る。戦後60年の間に科学技術等の進歩により、
情報化、国際化社会が出現し、倫理規範意識、
価値観等を大きく変化させたことにこれまで
の教育の枠組全体が対応しきれなくなったた
めである。特に情報通信技術の進歩は目覚ま
しいものがあったと言える。ネット社会出現
函館短期大学紀要　44,　2017
－ 36 －
